
 

小田急 2000 形 
中等 H.S 

 

1. 小田急 2000 形とは 

新宿～小田原、新百合ヶ丘～唐木田、相模大野～片瀬江ノ島を運行する小田急線。 

小田急の普通電車では、8000 形、1000 形、3000 形、4000 形、5000 形、東京メトロ 16000 系、

JR 東日本  E233 系と、今回紹介する 2000 形が現在運用されていて、2000 形は海老名検車区に所属し、

新宿～秦野、新百合ヶ丘～唐木田の各駅停車のみで運行されている(2023 年ダイヤ修正時点)。 

この 2000 形は、小田急の各駅停車の顔といえる車両で、1995 年に製造が開始され、日本車輌 8×3 

両、東急車輛 8×3 両、川崎重工業 8×3 両の、計 72 両製造されている。 

また、あまり知られていないが、1995  年に小田急の通勤車両として初めてグッドデザイン賞を受賞している。 

 
 

2. 1000 形との共通点、相違点 

↑1000 形 ↑2000 形 

2000 形は、1000 形の改良版として登場したため、多くの点が 1000 形と共通している。例えば、1000 形

と同じようにワイドドアとなっているところが挙げられる(ただし、1000 形のワイドドアは開口幅 2000 ㎜に対 



して、2000 形では  1600 ㎜となり、着席定員も確保されている)。このワイドドアは、3000 形１次車にも受

け継がれていて、3000 形１次車の開口幅は 2000 形と同じ 1600 ㎜となっている。 

↑一般的なドア ↑1000 形ワイドドア ↑2000 形ワイドドア ↑3000 形ワイドドア 

(開口幅 1300 ㎜) (開口幅 2000 ㎜) (開口幅 1600 ㎜) (開口幅 1600 ㎜) 

 
 

他の共通点は、袖仕切りの形で、1000   形と同じものを使用しているところなどもある。 

また、1000 形と異なる点もある。例えば、先頭車にある車いすスペースは、2000 形で初めて設置された

もので、1000 形には無い(現在はリニューアルで設置されている)。 

他にも、全面貫通扉に書いてある車両番号の文字の色など、細かい部分での違いがある。 

↑1000 形(左)は車両番号が青色なのに対し、2000 形(右)は銀色 



 

3. 2051 編成 

2000 形は 8 両編成増備用に製造された１・２次車と、2600 形置き換えのために製造された３次車が

ある。2051 編成は、製造は日本車輌で、１次車にあたる。2000 形の中で一番初めに製造された車両で、

1995 年 1 月に製造された。小田急としては、約 2 年前に登場した 1081 編成以来の 8 両固定編 

成となっている。(1081 編成は現在は廃車となっていて、3 号車・5 号車のみ  2021 年 に  1097 編成の 6 

号車・7 号車に、組み込まれている。) 

 
 

4. 2052 編成 

2052 編成は、2051 編成と同じ１次車で、同形態となっている。また、急行灯が設置されているのはこの車

両までで、2053 編成からは、急行灯は設置されていない。 



 

 

 

 

 

 

 
 

←急行灯設置 急行灯設置なし→ 

 

 

5.  2053 編成 

2000 形唯一の２次車で、１次車の製造から３年ほど経った 1998 年 6 月に製造されている。この車両

からは急行灯の設置がない。 

また、この車両は一度 1999 年に電気連結器を試験設置したことがある。 



6.  2054 編成 

この車両からは３次車で 2600 形置き換えのために製造された。２次車の登場から 2 年ほど経った 

2000 年 10 月に製造されている。2600 形の 2666 編成の置き換えで製造された。 

 

7.  2055 編成 

2000 形の３次車で 2054 編成製造から約 1 か月で製造されている。2656 編成の置き換えで製造された。 



8.  2056 編成 

2000 形の３次車で 2055 編成製造から約 1 か月で製造されている。2655 編成の置き換えで製造された。 

 

9.  2057 編成 

2000 形の３次車で 2056 編成製造から約 1 か月で製造されている。2654 編成の置き換えで製造された。 



10. 2058 編成 

2000 形の３次車で 2057 編成製造から約 2 か月で製造されている。2657 編成の置き換えで製造された。 

 

11. 2059 編成 

2000 形の３次車で 2058 編成製造から約 1 か月で製造されている。2659 編成の置き換えで製造され 

た。また、この車両は 2000 形で唯一帯がインペリアルブルーに変えられずロイヤルブルーのままとなっている。 



 
 

↑インペリアルブルー帯(2059 編成以外) 

↓ロイヤルブルー帯(2059 編成) 
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